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２年１組 男子１８名 女子１４名 合計３２名２．学 級

第６章 現代の日本と世界 第２節「第二次世界大戦と日本」３．主 題

４．主題について

この単元では、昭和初期から第二次世界大戦の終結までの日本の政治・外交の動き、中国などアジア諸国との関係、欧米諸

国の動きにふれながら、世界恐慌、昭和恐慌による経済の混乱と社会問題の発生、軍部の台頭から戦争までの経過、大戦が人

類全体に惨禍を及ぼしたことなどを扱うことになっている。この単元を学習させる意義としてとして次のことがあげられる。

、 、 。第一には 現代のアジア情勢や 今日の国際平和や国際協調の精神を考えさせる上で基礎となる内容であることがあげられる

第二には、第二次世界大戦の発端から集結にいたる経緯とその背景、影響など歴史的事象の意味を考えさせるため、歴史的事

象を多面的、多角的に考察する力をつけることに適切な学習内容となっていることである。第三には、一つ一つの歴史的事象

がドラマチックであり視聴覚教材として残されていることが多いので、生徒の歴史に対する興味・関心を高めることにつなが

ることである。これらの学習を通して歴史認識を深めることは、社会科の目標として掲げられている「国際社会に生きる民主

的、平和的な国家・社会の形成者として必要な公民的資質の基礎を養う」ことにつながるものである。以上のことからこの単

元は生徒の歴史的思考力や歴史に対する関心を高めるなど学習する意義が大きいものであると考える。

生徒は概ね歴史に興味・関心が高い。また、予習を学習プリントに従って行うことが定着してきており、中には自分なりの

疑問を持って教科書の未習部分を読み進める生徒もいる。但し、生徒の多くは、歴史的事象個々の内容をおさえることはでき

ても、事象間の因果関係を推測したり、共通性を見いだしたりするなど関連思考が不足している。点として歴史をとらえるこ

とはできても線としてつなげて考える力がまだ不足しているのである。それは、歴史的事象を一面で見たり、歴史学習は暗記

するものと思いこませ、知識を断片的にしかとらえさせてこなかったからではないかと考える。

そこで、一つの歴史的事象は、それが先の事象の結果としてあり、また次の事象の原因となっているという視点を実際の事

件を通して把握させる。また、単元の最後の時間に単元全体を貫く学習課題を設定し、既習事項をよりどころとして自分なり

に考えた答えを発表させる方法をとりたいと考える。学習課題に対する答えは、自分なりの意見を構築させるという形をとる

が、既習事項を関連づけさせるものであることに留意したい。その際、単なる感情論で終わらせることなく、妥当性のある根

拠をもとに考え出されたものになるようにさせたい。そのような過程を経ながら事象の意味を段階的に深めてとらえさせたい

と考える。

（別紙）５．指導と評価の計画

６．本時の達成目標

社会的事象への関心 単元の内容を総括する学習課題を解決するために他の発表を傾聴し、共感したことを中心に自分とし

・意欲・態度 ての意見を進んで記述したり、発表したりしている。

社会的な思考・判断 単元の内容を総括する学習課題に対するまとめを、既習事項と関連づけたり、事象間の因果関係を的

確に捉えたりしながら記述している。

資料活用の技能表現 単元の内容を総括する学習課題に対するまとめをノート、資料集など複数の資料から的確な事項を選

び、自分のことばで記述したり発表することができる。

社会的事象についての 世界恐慌から第二次世界大戦の終結までの主な流れを重要な用語を使い、時代の節目となる出来事に

知識・理解 ふれながら、記述したり発表したりすることができる。

７．本時の指導の構想

(1) 指導構想及び留意点

今回の授業は、第２節「第二次世界大戦と日本」の最後の時間であり総括的な役割を持つところである。学習課題は、第二次

世界大戦の原因となり得た主体は何かという内容を考えさせるものである。その際、生徒が資料や教科書の記述の写しに終わら

ぬよう、資料に共感的な内容を盛り込み、切実感をもたせて自分の考えをまとめるようにさせたい。また、既習事項の想起のた

めに視覚に訴える資料もふんだんに盛り込み、授業を進めたいと考える。因果関係を見いだす視点は、指導計画の中でくり返し

伝え、机間巡視などをしながら助言していく。また、板書も生徒の思考を促すように、生徒の発表の要点を書いたり、構造的に

表したいと考える。

(2) かかわり合いを生かす手だて

第二次世界大戦の発端から終結に至るなかで、大きな出来事を視聴覚教材や年表資料でふり返り、このような戦争の流れをふ

まえつつ、このような惨禍も生み出してしまった戦争は、いつの時点だったら防ぐことができるのか、について問いかけてみる

（教師、教材とのかかわり合い 。生徒は、戦争の悲惨さを十分学習しているので、中学生なりに 「こんな戦争はおこしては） 、

ならなかった 」とどの子も思うだろう。そこで 、いつだったらくい止めることができたのかを課題にして考えさせたい （学。 、 。

習課題の必然性 。生徒の発言を他の発言に結びつけたり、比べたりして段階的に掘り下げた問いかけをしていく（生徒相互の）

かかわり合い 。ここまでの指導過程が必然的に流れるよう進めていきたい。また、学習課題の考えとして自分がなぜそう思う）

のか、既習事項で関連すると思う複数の事象とその因果関係を再認させる。それを自分の考えの根拠の「よりどころ」として考

えさせ、自分のなかで、想起された用語に脈絡をつけながら課題の答えとして伝える内容にまとめさせたい。この段階で「 こ『

とば』を正しく豊富に使う」ことを強調した授業を進めていきたいと考えている。また、日本人が気付かない日本に占領された

国民の考えを紹介して、視点が変わると考えもこれほど違うのかという発見を感得させ、歴史のおもしろさと奥の深さについて

気付かせ、次の学習意欲につなげていきたいと考えている。



〈Ａ〉達成度〈Ｂ〉学習速度〈Ｃ〉取り組み方（学習の仕方 〈Ｄ〉見方・考え方〈Ｅ〉興味・関心〈Ｆ〉生活経験８．本時の展開 ）

段階 過程 時間 学習形態・教材・教具学 習 活 動 評価の視点・方法 指導上の留意点

１．世界恐慌から第二次世界 １．関心を高めるよう効率よく映像を提示 □一斉

課 大戦の終結までの惨禍の場面を する 〈Ｅ〉 ■写真ポスター。

題 想起する。 ■ＶＴＲ

導 把

握 ２．惨禍の状況を見て感じたこ

とを述べる。 ２．生徒の 「ひどすぎた 「二度とくり、 」、

入 返してはならないと思う」などの発言を取

３．学習課題をつかむ。 り上げ、学習課題へつなげる 〈Ｅ〉。

※ 原因の選択肢については、前時間での授

日本はいつだったら、戦争を防ぐことができたのか？ 業で問いかけ、その時点での生徒の考えた

10 自分の考えを、資料をもとにまとめてみよう。 ことで本時に結びついていることを類型化

分 し用意しておく。

４．自分の考えをまとめる。 ４、５、６ ４．年表資料をもとに、原因と結果の関係 □個別

５．班内で考えを述べ合う。 〈記述内容・発表内容〉 を考えながら、歴史を遡って見ていく ■ノート、教科

課 ことを助言する 〈Ｃ、Ｆ〉 書。

５ 「班討議の仕方」に準じて進めるよう ■年表資料学習課題に対する自分の考え ．

題 ６．班で話し合った結果を発表 助言する。 ■文章資料を 既習事項と関連づけたり、 、

する。 ※机間巡視をして、班討議の動向をつかん事象間の因果関係を的確に捉

追 でおく。えたりしながら記述してい

７．各班で出された内容に対し ６．なぜそのできごとだと思うのか、原因 ■文章資料る。

究 て共通性を見つけ 確認する と結果の連鎖に留意して考えていくよう □一斉、 。

Ａ：複数の事象、妥当性のある にと思うのか、歴史上のできごとを具体

因果関係、関連、順序制 的に複数あげながら答えるように助言す

Ｃ：学習課題に対し、考察が進 る 〈Ｄ〉。

められるようによりどころとな ７．既習の用語を因果関係に留意し、比較

る知識を与える、自分なりの答 したり、関連づけたりしながら理由を考 □一斉

えをまとめさせる。 えるよう助言する。 〈Ｄ、Ｅ〉 ■文章資料、ノ

展 ート

課

題

８．最終的な自分の考えをまと ８ ・周囲の意見から気づいた新しい見方．

解 める。 や考え方にふれながら書くように補足す

る （書いた紙は授業終了後提出させ、。

決 次時に紹介する旨を伝える 〈Ａ〉。）

、 、・各班の発表を聞いて 初発の考えより

理由となることがらが、多く、より確か

30 だといえるように問い直させる。

分

９．今回の授業について、教師 ９〈記述内容・発表内容〉 ９ ・日本とアメリカの立場ではなく、東 □個別．

から講評とまとめを聞く。 アジアのある国の国民としての考えを紹 ■ノート第二次世界大戦終の大きな

終 ま 介する 〈Ｄ、Ｅ〉節目を重要な用語を適切に使 。

・立場を変えて考えると昭和にとどまらい、複数の事象にふれながら

と ずそれ以前の歴史的事象まで一つの線に記述している。

末 Ａ：複数の事象、正確性、妥当 つながることに気づかせる。

め 性のある因果関係、関連、順序

性

Ｃ：満州事変、ポツダム宣言な

ど基本的な用語を教科書などで

調べさせ、その用語を他の発表

の時に確認させる。

10

分



赤 紙 が 家 に 来 た 」 資 料 ア ジ ア 太 平 洋 戦 争 関 係 の で き ご と の お も な 流 れ「

西 暦 和 暦 月 お も な で き ご と

１ ９ ２ ９ 昭 和 ４ 月 ア メ リ カ 、 ﾆ ｭ ｰ ﾖ ｰ ｸ で 株 価 大 暴 落 、 が 始 ま る10 世 界 恐 慌
せ か い き ょ う こ う

１ ９ ３ ０ 昭 和 ５ 日 本 で 昭 和 恐 慌 が 起 こ り 、 小 作 争 議 、 労 働 争 議 が 激 し く な る 。
し ょ う わ き ょ う こ う

１ ９ ３ １ 昭 和 ６ ９ 月 南 満 州 鉄 道 （ 満 鉄 ） 爆 破 事 件 （ 柳 条 湖 事 件 。 起 こ る 。） 満 州 事 変
り ゅ う じ ょ う こ じ け ん ま ん し ゅ う じ へ ん

※ 中 国 国 民 政 府 が 国 際 連 盟 に 日 本 の 侵 略 を 訴 え る

１ ９ ３ ２ 昭 和 ７ ５ 月 １５日、海軍の青年将校が犬 養 毅首相を暗殺する （ ）。 ５・１５事 件
い ぬ か い つ よ し

１ ９ ３ ３ 昭 和 ８ ２ 月 日 本 が 国 際 連 盟 を 脱 退 す る 。
こ く さ い れ ん め い

１ ９ ３ ４ 昭 和 ９ ３ 月 満 州 国 で 溥 儀 が 皇 帝 に な る
ふ ぎ

１ ９ ３ ６ 昭 和 １ １ ２ 月 ２ ６ 日 、 陸 軍 の 青 年 将 校 が 大 臣 を 暗 殺 す る （ 事 件 ）。 ２ ・ ２ ６

１ ９ ３ ７ 昭 和 １ ２ ７ 月 ペ キ ン 郊 外 の 蘆 溝 橋 近 く で 日 中 両 軍 が 衝 突 （ 蘆 溝 橋 事 件 ）
ろ こ う き ょ う ろ こ う き ょ う

が 始 ま る日 中 戦 争

月 日 本 軍 が ナ ン キ ン を 占 領 。 が お こ る 。12 ナ ン キ ン 虐 殺 事 件

１ ９ ３ ８ 昭 和 １ ３ １ 月 近 衛 文 麿 首 相 が 「 国 民 政 府 を 相 手 と せ ず 」 と 声 明
こ の え ふ み ま ろ

４ 月 「 国 家 総 動 員 法 」 発 布
こ っ か そ う ど う い ん ほ う

１ ９ ３ ９ 昭 和 １ ４ ５ 月 モ ン ゴ ル 国 と 満 州 と の 国 境 の ノ モ ン ハ ン で 日 本 軍 と ソ 連 軍 が 武 力 衝

９ 月 突 。 日 本 軍 壊 滅 （ ノ モ ン ハ ン 事 件 ）。
かいめつ

１ ９ ４ ０ 昭 和 １ ５ 月 を 調 印 （ 松 岡 外 相 ）10 日 独 伊 三 国 同 盟 。
に ち ど く い ち ょ う い ん

大 政 翼 賛 会 が 発 足 。
た い せ い よ く さ ん か い

１ ９ ４ １ 昭 和 １ ６ ３ 月 小 学 校 の 名 を 「 国 民 学 校 」 と 改 め る 。

４ 月 「 日 ソ 中 立 条 約 」 を 調 印 。 米 が 配 給 制 と な る 。 日 米 和 平 案 流 れ る 。
ち ゅ う り つ

７ 月 フ ラ ン ス 領 イ ン ド シ ナ （ ベ ト ナ ム ） 南 部 に 出 兵 。

※ こ の こ ろ ア メ リ カ 、 イ ギ リ ス 、 中 国 、 オ ラ ン ダ の

「ＡＢＣＤ包囲陣」が危機感を強める。アメリカ、対日石油輸出禁 止

東 条 英 機 内 閣 （ 軍 事 政 権 ） 成 立 。10 月
と う じ ょ う ひ で き

月 日 米 交 渉 が ゆ き づ ま り 、 ア メ リ カ 国 務 長 官 ハ ル か ら 中 国 か ら の 全11
に ち べ い こ う し ょ う

面 撤 退 な ど を 求 め る 「 ハ ル ノ ー ト 」 が 日 本 側 に 渡 さ れ る （ 日 本 が。

受 け 入 れ な か っ た の で 日 米 和 平 交 渉 決 裂 ）
に ち べ い わ へ い こ う し ょ う けつれつ

１ 日 、 御 前 会 議 で 日 米 開 戦 決 定 。12月

、 。 ア メ リ カ に 宣 戦 布 告 。８ 日 ハ ワ イ の 真 珠 湾 の 海 軍 基 地 を 急 襲

暗 号 文 「 ﾆ ｲ ﾀ ｶ ﾔ ﾏ ﾉ ﾎ ﾞ ﾚ 」「 」 が 始 ま る 。ア ジ ア 太 平 洋 戦 争 1208
※ マ レ ー 半 島 で の 進 軍 を 開 始 。 東 南 ア ジ ア に 占 領 地 を 広 げ る 。

※ ア メ リ カ は 日 本 ・ ド イ ツ ・ イ タ リ ア に 宣 戦 布 告 し 、 第 二 次 世 界 大
せ ん せ ん ふ こ く

戦 に 参 戦 。

１ ９ ４ ２ 昭 和 １ ７ ５ 月 「 金 属 回 収 令 」 で 全 国 の ﾅ ﾍ ﾞ 、 ｶ ﾏ 、 ﾔ ｶ ﾝ 、 お 寺 の 鐘 、 銅 像 、 街 路 灯 が

回 収 さ れ た 。

（ ）６ 月 北 太 平 洋 の ミ ッ ド ウ ェ ー 島 の 海 戦 で 日 本 の 連 合 艦 隊 主 ： 戦 艦 大 和

が 敗 北 。 日 本 が 敗 戦 に か た む く 。

ガ ダ ル カ ナ ル 島 の 守 備 隊 が 玉 砕 （ 全 滅 。 こ の こ ろ か ら 各 地 の 激）
ぎ ょ く さ い ぜん めつ

戦 地 で 部 隊 が 玉 砕 す る よ う に な る 。

７ 月 全 国 中 学 校 野 球 大 会 が 中 止 に な る 。

１ ９ ４ ３ 昭 和 １ ８ ９ 月 空 襲 に 備 え 、 上 野 動 物 園 の 猛 獣 を 毒 殺 す る 。 イ タ リ ア 、 無 条 件 降 伏

す る

月 大 学 生 が 出 陣 （ 学 徒 出 陣 。10 ）

月 「 大 東 亜 共 栄 圏 」 の 会 議 が 東 京 で 開 か れ る 。11
１ ９ ４ ４ 昭 和 １ ９ ６ 月 学 童 疎 開 を 強 制 す る 。

７ 月 サ イ パ ン 島 守 備 隊 が 玉 砕 。 ア メ リ カ は そ こ を 基 地 と し て 大 型 爆 撃 機

Ｂ ２ ９ に よ る 日 本 本 土 へ の 空 襲 を 本 格 的 に 開 始 。

８ 月 「 国 民 総 武 装 」 が 決 定 さ れ 、 竹 槍 訓 練 が 始 ま る 。
こ く み ん そ う ぶ そ う た け や り く ん れ ん

学 徒 勤 労 令 公 布 。 中 学 生 な ど が 工 場 で 働 く よ う に な る 。
が く と き ん ろ う れ い こ う ふ

月 フ ィ リ ピ ン の レ イ テ 島 沖 の 海 戦 で 連 合 艦 隊 壊 滅 。 神 風 特 攻 隊 が10
とう おき れ ん ご う か ん た い か い め つ か み か ぜ と っ こ う た い

初 出 撃 。 以 後 機 。 人 間 魚 雷 「 回 天 、 人 間 ボ ー ト 「 震 洋 、 人2500 」 」
は つ し ゅ つ げ き

間 ｸ ﾞ ﾗ ｲ ﾀ ﾞ ｰ 「 桜 花 」 … 生 還 の 可 能 性 無 し 。

１ ９ ４ ５ 昭 和 ２ ０ １ 月 政 府 、 本 土 決 戦 計 画 決 定 。

３ 月 ９ 日 （ 死 者 ７ ２ ０ ０ ０ 人 、 日 、 米 軍 、 沖 縄 諸 島 に東 京 大 空 襲 。 ） 23
と う き ょ う だ い く う し ゅ う

上 陸 。

４ 月 ア メ リ カ 軍 が 。 全 国 の 都 市 が 空 襲 を 受 け る 。沖 縄 本 島 上 陸

５ 月 ヒ ト ラ ー 自 殺 。 ド イ ツ 降 伏 。

６ 月 歳 ～ 歳 男 子 、 歳 ～ 歳 女 子 を 「 国 民 義 勇 隊 」 に 登 録 。15 50 17 40
８ 月 日 、 ポ ツ ダ ム 宣 言 が 発 表 さ れ る 。 日 本 は 応 じ ず 。26

６ 日 、 。広 島 に 原 爆 投 下

８ 日 、 ソ 連 が 対 日 宣 戦 布 告 。

９ 日 、 。長 崎 に 原 爆 投 下

ソ連、日ソ中立条約を破り、満州、千島列島に侵攻す る。

１ ４ 日 、 ポ ツ ダ ム 宣 言 の 受 諾 を ス イ ス へ 打 電 。

１ ５ 日 、 天 皇 が を ラ ジ オ で 放 送 （ ）終 戦 の 詔 玉 音 放 送。 「 」
み こ と の り




